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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 4 ⽉ 11 ⽇ 
● 事 業 名 ： 地域のちからをつないだ複合型再犯防⽌事業 
● 資⾦分配団体 ： 更⽣保護法⼈⽇本更⽣保護協会 
● 実 ⾏ 団 体 ： 更⽣保護法⼈清⼼寮   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状
況 

進捗
状況
＊ 

 

１．社会復帰⽀援ネットワーク
協 議 会 に 県 内 の 多 様 な 機
関・団体が参画し、定期的な
情報共有・意⾒交換と顔の
⾒える関係ができる。また、
社会⽣活の⾃⽴に取り組む
者の⽀援に際して個別のネ
ットワークを形成すること
ができる。 

➀地域⽀援ネットワー
ク協議会開催数 

➀初期値より３回増 
 

2023 年
1 ⽉ 

① 開催できていな
い、2022 年 2 ⽉
に開催予定であ
ったが新型コロ
ナウイルス再拡
⼤で延期となっ
た。 
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（0101）連携すべき機関・団体が
明らかになる（リストなどに整
理されている） 
 
 

①連携すべき機関・団
体の名称と期待される
⽀援内容が、整理され、
リスト化されている 
②新たに連携について
説明に⾏った機関・団
体数 

①連携が必要と考える機関・団体と期
待される⽀援内容を整理したリスト
が存在する 
➁当事者⽀援の中で、新たに連携が必
要と判断した機関・団体のすべて
（100％） 

 ① 2021 年 10 ⽉か
ら開始された訪
問⽀援モデル事
業の中で新たな
⽀援機関等と連
携しており、担
当者ごとに整理
し 2022 年 6 ⽉中
に 作 成 す る 予
定。 

② 同上 
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（0102）連携すべき機関・団体が
罪を犯した⼈の⽀援に協⼒する 
 

 ①刑務所出所者の⽀援に協⼒するこ
とについて肯定的な発⾔や⾏動が⾒
られる。 
➁0101 で作成した当初リストと⽐べ
て、連携機関・団体が（数や分野が）
増加している。 

 ➀すでに連携してい
る関係機関団体は罪
を犯した⼈の⽀援に
協⼒している。 
➁0101 のリスト作
成ができていない。 
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（0103）連携機関・団体間（清⼼
寮含む）の役割分担が明確にな
り、それぞれの機関・団体が刑務
所出所者等⽀援に不安なく関わ
れるようになる 

 ①連携すべき機関・団体が、リストに
書かれた⽀援内容に納得している 
② 連携すべき機関・団体が「⽀援す

ることに不安はない（あるいは、
不安があったとしても⼤丈夫で
ある）」と話してくれている 

 ① ②0101 のリスト
作成できていな
い。 
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（0104）連携する機関・団体との
良い協⼒関係が維持される（担
当者が代わっても組織間の良い
協⼒関係が維持される） 
 

 ① 連携先の機関・団体において、担
当者が代わっても変わらない⽀
援を得られるような仕組みがあ
る（担当者の変更により、⽀援や
協⼒程度に後退がない） 

 ➀2021 年 9 ⽉ロジ
ックモデルの検討を
実施した。リスト作
成等の具体的活動は
未実施。 

3 
 

（0105）清⼼寮の職員がコーデ
ィネートの機能を果たすように
なる（その仕組みができる） 
 

 ① （2023 年 1 ⽉時点では）すべて
の処遇対象者に対して社会復帰
⽀援計画（箇所）が作成・活⽤さ
れている 

 ➀2022 年度に研修
会を実施し検討する
予定。 
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（0106）罪を犯した⼈、本⼈も必
要な⽀援を受け⼊れ、⾃分⾃⾝
の役割を果たすようになる 

 ①100％（必要と⾒⽴てた⽅の全てが
⽀援を受け⼊れれば最も望ましい） 
②100％（全ての⽀援対象者につい
て、⾃分⾃⾝の役割が書かれているこ
とが望ましい） 

 ➀2022 年度に「スト
レングスモデル」に
ついての研修を実施
予定、⽀援者が着眼
点を変えてレベルア
ップする。 

3 

２．就労開始後に就労⽀援フォ
ローアップを受けて、就労⽀援
専⾨員とつながる状態になる。 

就労⽀援フォローアッ
プ⽀援者数 

年間 150 ⼈ 2023 年
1 ⽉ 

⽀援実⼈数 
2020 年度 137⼈ 
2021 年度 146 ⼈ 
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３．薬物回復⽀援を継続的に受
けられる状態になる。 

➀薬物回復⽀援の参加
者数 
➁薬物回復⽀援に参加
を促すための個別の働
き掛けを⾏った⼈数 

➀1 回あたりの参加者が１０⼈程度 
➁2020 年度実⼈数 10 ⼈ 
2021 年度新規実⼈数 10 ⼈ 
2022 年度新規実⼈数 10 ⼈ 

2023 年
1 ⽉ 

① 1 回の参加者 3
名が最⾼ 

2021 年 3 ⽉ 3 名 
    4 ⽉ 2 名 
    5⽉ 2 名 
    6 ⽉ 2 名 
    7⽉ 1 名 
8⽉〜10 ⽉中⽌ 
    11 ⽉ 1 名 
    12 ⽉ 1 名 
2022 年 1 ⽉ 1 名 
    2 ⽉ 2 名 
    3 ⽉ 1 名 
実⼈数 5名 
② 2020 年度 8名 

2021 年度 8名 

3 
3 

４．地域のボランティア活動に
参加し、⽀援ボランティアとつ
ながる状態になる。 

➀地域ボランティア活
動実施回数 
➁地域ボランティア活
動参加者数 

➀毎年度６回以上実施する 
➁初期値より 2 ⼈増 

2023 年
1 ⽉ 

① 2021 年 7⽉ 1 回
実施 

② 参加者 1 名 

3 

 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 þ短期アウトカムの表現  þ短期アウトカムの指標 þアウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
1. 社会復帰⽀援ネットワーク協議会 
・新型コロナウイルス感染拡⼤の影響で活動ができていない。2022 年 6 ⽉オンライン開催の予定。 
2. 就労⽀援フォローアップ 
・新型コロナウイルス感染拡⼤のため対⼈接触を控えたが、電話相談等により対応しほぼ計画どおりとなっている。2022 年 3 ⽉には⼤宮
地区、越⾕地区のサポセンにタブレット端末を設置させていただき、リモート⾯接を実施することができた。事例として B 町在住の A さ
んは清⼼寮から⾃宅へ転居し C 市に事業所がある協⼒雇⽤主に就職した。埼⽟県就労⽀援事業者機構の後藤事務局⻑は本⼈が休みの⼟曜
⽇にリモート⾯接を実施、当初本⼈はしばらくしたら辞めて介護の職に就きたいと希望していたが、現在は会社に認められ離職者が多い職
場にもかかわらず本⼈は就労定着し、今ではリーダー的存在となり、やりがいを感じ、このまま勤めたいと気持ちが変化した成功例として
報告された。 
3. 薬物回復⽀援 
・新型コロナウイルス感染拡⼤により 2020 年度はミーティングを開催することができなかったが、追加助成によりリモート⽤機器を購⼊
していただき、2021 年 3 ⽉からはほぼ毎⽉ミーティングを開催している。ミーティングルームに集まることができないため電話相談や郵
便による情報提供を多⽤した。 
4. 地域ボランティア活動 
・2021 年 7⽉に新型コロナウイルスの感染が収束の兆しがあり、さいたま市秋ヶ瀬公園の⼦ども広場にてボランティア活動を実施できた。
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対象者の参加は 1 名のみであったが、約 2 時間外来植物アレチウリの除去を実施した。その後は新型コロナウイルス感染拡⼤により活動⾃
粛している。 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
追加助成によりリモートでコミュニケーションを図る通信機器を購⼊させていただき、感染防⽌に⼤いに貢献した。 

③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している ☐イベント実施時に表⽰している þその他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）：助成⾦で購⼊した物品や機器に表⽰している。 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
2021 年 2 ⽉に清⼼寮のホームページに、休眠預⾦等活⽤事業の概要と経過報告を掲載した。 
2.広報制作物等 

   
3.報告書等 

   
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
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④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 

þ全て公開した ☐⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 


